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 事業概要 

微惑星どうしの衝突が起こった時, 破⽚が⽣成される. その衝突破壊の効果を我々の N 体シミュレ
ーションコードに取り⼊れ, より現実的な円盤の環境での原始惑星の進化を追うことを⽬的とします. 

 

 JSS2 利用の理由 

これまでの N 体計算では GRAPE という重⼒多体計算専⽤の計算機を使っても粒⼦数が 3 万体が限
度でした. しかし, 動径⽅向に惑星が動くことやアイスラインを含めた広い初期条件から始める計算
を⾏うためには少なくとも 10 万体ほど必要となってきます. この粒⼦数を計算するためにはスパコン
を使い, 並列計算を⾏う必要が出てきました. 

 

 今年度の成果 

初期条件として Kominami et al. (2016) のセカンドステージで使⽤した初期条件と同じものを使⽤
しました. ガス抵抗とタイプ-1 惑星移動の効果は Kominami et al. (2005) で使⽤した表式を取り⼊れ
ました. 粒⼦数が増えることで結果がどのように影響を受けるかを確かめるために, まず, 簡単な破
壊モデルを N 体計算コードに取り⼊れました. ⼩さい破⽚にはガス抵抗が働きやすく, ランダム速度
が⼩さくなりやすくなります. それらは原始惑星の円盤外側への Planetesimal Driven Migration を起
こしやすくします. 完全衝突合体の場合では, 外側へ動いている原始惑星のすぐ外側の微惑星が集積
を起こし, ⼤きくなっていくところが, 衝突破壊を考慮した本計算では, ⼩さい破⽚(あるいは⼩さい
微惑星)が常に原始惑星の外側にいることになります. Planetesimal Driven Migration というのは, 原
始惑星と周囲の微惑星の質量⽐が〜100 くらいないと起きない現象です. 完全衝突合体の場合では微
惑星の集積が起こることにより, その条件が満たされなくなってしまいましたが, 衝突破壊を考慮し

大規模惑星集積並列 N 体計算:衝突破壊を考慮した微惑星集積 

This document is provided by JAXA.



－61－

JAXA スーパーコンピュータシステム利用成果報告 （2018 年 4 月～ 2019 年 3 月）

た場合は, その条件は常に満たされ, 外側の planetesimal driven migration が続いていくという結果に
なりました. 

 

 成果の公表 

なし 
 

 JSS2 利用状況 

 計算情報 
 

 

 利⽤量 

総資源に占める利⽤割合※1 (%)：0.00 
     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利⽤割合※2 (%) 

SORA-MA 11,368.36 0.00 
SORA-PP 0.00 0.00 
SORA-LM 0.00 0.00 
SORA-TPP 0.00 0.00 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
/home 4.77 0.00 
/data 47.68 0.00 
/ltmp 976.56 0.08 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利⽤量(TiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
J-SPACE 0.00 0.00 

 
※1 総資源に占める利⽤割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利⽤割合の加重平均 
※2 資源の利⽤割合：対象資源⼀年間の総利⽤量に対する利⽤割合 
 

プロセス並列⼿法 MPI 
スレッド並列⼿法 OpenMP 
プロセス並列数 32 - 168 
１ケースあたりの経過時間 60 時間 
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